
社会科と総合的な学習の時間を利用する事で、通常、産業とし
て学ぶ林業を別の視点で学びながら森林保全と循環システムを
理解する。 
①持続可能な資源である木材の現状と身の廻りでの関わりにつ
いて考える。②木を育てる事と使う事の循環システムが森林保
全に重要である事を学ぶ。③消費者の一員として、森林資源と
自分自身の関わりについて考え、自分たちが出来る事を見つけ
だす。④森林保全や林業に関わる方の話しを直接聞き、様々な
視点から環境保全を学ぶ。 
最終的に１つの答えを見つけ出すのではなく「山っていいよね。
木材っていいよね。」と思うようになり、興味・関心を持って
もらう事を目標とする。 

学習指導
要領との
関連 

小学校低学年 小学校高学年 

小学校中学年 中学校 

２（１）エ、３（１）エ 
我が国の国土保全等の観
点から扱うようにし，森
林資源の育成や保護に従
事している人々の工夫や
努力及び環境保全のため
の国民一人一人の協力の
必要性に気付くよう配慮
すること。 

学年 

学習内容 

ＥＳＤ 
の要素 

多様性 

有限性 

連携性 

相互性 

公平性 

責任性 

【批判】批判的に考え
る力 

【協力】他者と協力
する態度 

ESD視点で
育みたい 
能力/態度 

持続可能
な社会 
づくりの 
構成概念 

【未来】未来像を予
測して計画を立てる力 

【関連】つながりを
尊重する態度 

【多面】多面的、総
合的に考える力 

【参加】進んで参加す
る態度  

【伝達】コミュニケー
ションを行う力 

プログラ
ムの目標 

プログラ
ムの概要 

化石燃料等限りある資源は「節約して守る」の意識が子どもた
ちには強いが、森林保全とは単に森林を守る事でなく、木を有
効に伐採し「消費」し新しく植樹をしていく循環システムが森
林の環境保全につながる事を理解するプログラム。そのために、
子どもたちが「今、自分たちができることは何か？」を発見す
る。また、保全活動や林業を営む方をゲストティーチャーとし
て迎え、学校の授業では決して教わる事のない実際の話しを聞
く事で、森林保全活動の内容を知ってもらう事とあわせて、林
業を産業として成り立たせる事が重要な事の理解を深める。最
終的に子どもたち一人ひとりが８ページの小冊子を作り上げる。 

教科/領域 

小学校5年 

社会 

福岡 



森林保全と木の消費はバランスを保つことで循環
サイクルが成り立つ事を学習する。 

持続可能
な社会の
構成概念 

ESDで育
みたい 
能力／ 
態度 

森林保全には多くの他業種の人が関わるだけでな
く、河川や海にまで関わる問題でもある事を学ぶ。 

生活の中で木が多用されていることを学びながら、
一人ひとりが自分たちが今できる事を学ぶ。 

森林保全には、ボランティアとして活動する人々
や産業として林業を行う人々、それを支える人々
等いろいろな人が関わり、それぞれの視点からの
考えを通した学習をすることで多面的な考えを養
うことができる。 

森林保全が循環システムから成り立っている事を
学習しながらさまざまな事につながりがあること
を学ぶ。 

木に関して様々の業種のゲストティーチャー（Ｇ
Ｔ）６人を迎えて行うワークショップで積極的に
ＧＴの話を聞いてまわる事で学習参加意欲を高め
る。 



活動・学習内容 

1・2 
時間目 

指導・支援の方法、ポイント等〔教材・必要物〕 

各自が事前に書籍や地図、パソコンを利用して調
べる。 

・森林資源や林業に関心を高めるため、自分で事前に調べることで興味
をもたせる。 
〔書籍・地図・パソコン等〕 

1 プログラム（単元・題材）の展開の流れ  
総時間 

12時間 

批判 国土保全のための森林資源の働きと森林を守る林業の仕事を知ろう！ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

3・4 
時間目 

各自が事前に書籍やパソコンを利用して調べる。 ・現状を学習し、問題点等を洗い出しながら追求の見通しをもたせる。 
・追求の視点にあわせて自作資料を製作する。 
〔書籍・パソコン等〕 

批判 日本の森林や林業の現状に関して調べてみよう！ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

5・6 
時間目 

各自が調べた事を発表し、みんなでディスカッ
ションをおこない、ゲストティーチャーに感想や
現状の話しを話してもらう。 

・自分の考えと友だちの意見を比較して質問や意見、付け加え等を発言
する。 
・森林保全の実践者であるゲストティーチャーの現状の話を聞くことで
興味・関心を高めていく。 
〔自作資料〕 

批判 調べた事を発表してみんなで討論しよう！ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 



活動・学習内容 

7・8 
時間目 

指導・支援の方法、ポイント等〔教材・必要物〕 

自然教室で森林に入り実体験を行う。 ・自然教室にて森林での活動を体験することで今までの学習の考えを強
化していく。          
〔鋸・太枝切・金槌等〕 

2 プログラム（単元・題材）の展開の流れ  
総時間 

12時間 

批判 間伐、枝打ち、間伐材を使った工作など木を体験しよう！ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

9・10 
時間目 

森林に関わる6種類のジャンルのゲストティー
チャーのブースを設け、興味のあるブースを３つ
まわり話しを聞く体験を行う。 

・さまざまなジャンルの森林保全の実践者であるゲストティーチャーの
活動の想いに触れることで 
①これまでの学習の強化 
②さまざまな視点からの興味関心 
を高めていく。 
〔展示パネル・チェーンソー等、ゲストティーチャー用資料〕 
 

批判 ワークショップで森林を守る仕事に携わる人の話しを聞こう！ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 



3 プログラム（単元・題材）の展開の流れ  
総時間 

12時間 

活動・学習内容 

11・12 
時間目 

指導・支援の方法、ポイント等〔教材・必要物〕 

今まで学習したことを一人ひとりが８ページのパ
ンフレットにまとめる。 

・いままで学んだ事、体験したことをパンフレットにすることで考えを
整理しとりまとめる。 
〔画用紙・色鉛筆等〕 

批判 学習したことをパンフレットにまとめよう！ 未来 

多面 

協力 関連 

参加 

伝達 

地域プログラム化メンバー、実証協力校等 

地域プログラム化メンバー 
・九州大学大学院芸術工学研究院  
・福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター  
・NPO法人グリーンフォレスト福岡  
・福岡市立百道浜小学校  
・株式会社フラウ  
 
実証協力校等 
・福岡市立百道浜小学校 

※なお、プログラムの地域化に当たっては、木の職人の仕事の意味を考える部分は、訪問するのではなくゲストティーチャーとして来ていただくことに
したり、木の身体測定をしようを自然教室での体験やゲストティーチャーの講和等に修正するなどの工夫を行った。 


